
1.開催概要

展覧会名 ｜台北箇立故宮博物院ー神品至宝ー

開催施設名山 会期.... ｜ 入場者数
東京国立博物館 2014年6月24B～9月15日 約40万人

九州国立博物館 2014年10月7日～11月30日 約26万人

・開催概要

中国康代にわたる優れた文化財を多数収蔵している台北図立故宮博物院の約 70万点の中

から、門外不出とされていた「翠玉白菜」や「肉形石」のほか、最高水準の宋盈元の絵画、髪、脅

磁の章受高峰とされる北宋・汝窯 4点を含む特に代表的な作品延べ 231件を厳選、日本文化の

淵j原となった中国文化の特質や素晴らしさを広く伝えた。本格的な台北故宮展はアジアで初め

て。

関務時、東京では約 1500人、九州では約 300人が列を作って入場を待つなど、世間の関心

を室長めた。また、台湾の馬英九総統は「（日台関の）文化交流に重要な蜜豪語があるJ(5月 31

目、読売新聞）と述べた。台溶南部！こ2015年末に開館予定の「故宮博物院南分続」で、翌2016

年末から開かれるg本美術展lこ、東京国立博物館、九州国立博物館は、計約 150点の美術品

を提供する予定であり、日台交流の発展にも大いに寄与した。

2 美術品補償制度の活用による富民的利益に関する取組結集

以下のとおり国民的利益の遼元に積極的に取り組んだ。

圃展示作品の質・盤の充実

中富歴代にわたる優れた文化財を多数収蔵する台北闘立故宮博物磁の収蔵品によるアジア

初の本格的な展覧会が実現できた。最高水準の宋・元の絵画、響、資磁の最高峰とされる北朱・

汝窯 4点、を含む特に代表的な作品に加え、門外不出とされてきた「翠玉白菜Jや「肉形石Jが出

品されるなど、これまで台北故宮が行ってきた海外展の中でも最高水準の内容となった。

圃快適な鑑箆潔墳の維持と鑑E電機会の拡大

作品の安全と来場者の快適な鑑擬潔墳を維持するため、通常実施している金曜日に加え、東

京展、九州展とも、目玉作品の「翠玉白菜」「肉形石j展示期間中は、休館Bを設けず、東京国

立博物館では、開館時間の夜間延長を実施した。また械倹帝IJ度を活用し、襲警備・誘導などのスタ

ッフ経認を捻出、より広範な思民に鐙E電機会を提供した。

回教育普及活動の充実

台北図立故宮博物続の学芸員を招H害して、東京国立博物館、九州国立博物館で2閏の国際

シンポジウムを隠催した。詳細は以下の通り。

く「中層皇帝コレクションの意味Jー傘立自における復古と革新一＞

【日程］2014年7月5B （土）～ 2014年7月6日（日）



【会場］東京国立博物館平成館大講堂

7月5日（土）

開幕の辞銭谷良美（東京国立博物館長）

関等メッセージ；馬明珠（匡目立故宮博物院院長）代読

く基調講演＞「図立故宮博物続審画コレクションの淵源j何熔饗（図立故宮博物院副院長）

。セッション 1唐から宋へ、中国から日本へ

F主著書之と小野道風』丸山猶計（九州国立博物館）

「蘇紙「寒食中占」と米常「草聖帖」一台北と大阪を結ぶ縁」弓野隆之（大阪市立美術館）

「徽宗と毅満一日本における皇帝コレクションの意味ーJ姻靖紀（九州国立博物館）

「皇帝コレクションにおける模写・模造事業ー乾隆帝の撃商コレクションと狩野派一J塚本康充

（東京国立博物館）

7月6日（日）

＠セッション2元代警函の世界

「元末四大家一文人画の確立ーJ湊信幸（東京国立博物館客員研究員）

「公主の雅築：モンゴル皇室と警函鑑蔵活動J陳韻如（図立故宮博物院）

「乾隆帝が見た江南山水画一伝医然「務潔際関亭図Jを中心に－J竹j良遼（黒川l古文化研究所）

＠セッション3乾i塗帝の盤面コレクション

「乾隆帝と澄心堂紙Ji可炎泉（閤立故宮博物院）

「徽宗の7璽と乾隆帝のB璽についてj寝凹浮（東京国立博物館）

総合討論

司会．何イ尊重量（図立故宮博物院副院長）、湊信幸（東京国立博物館客員研究員）

＠閉会の辞重量谷弘幸（東京間立博物館副館長）

＜中国皇帝コレクションの意味ー工芸における復古と2革新一＞

【回程〕2014年 10月 25日（土）

【会場］九州悶立博物館ミュージアムホール

総合司会井上洋一（九l仲！国立博物館学芸部長）

調会の辞三輪姦六（九州国立博物館長）

開会メッセージ；馬明珠（図立故宮博物院長）※代読

＜講演＞「圏立故宮博物j演の名品から見た清朝皇帝コレクション」禁致努（図立故宮博物院器

物処長）

。セッション 1

「陶磁器と漆J司会・市元塁（九州国立博物館）

「乾隆帝収蔵の汝窯磁器と関連する諸問題」余侃瑛（園立故宮博物院器物処副長）

「B本でつくられた倣中国製彫漆器JJ II畑怒子（九州国立博物館）

＠セッション 2

f:E器と青銅」司会市元畏（九州国立博物館）

「乾隆帝の玉器評価基準」張麗端（m!)立故宮博物院器物処科長）

「考古資料から見た徽宗の督銅器文化後興j谷皇室信（東京国立博物館）

。総合討議

司会：谷豊信（東京国立博物館）

発表者、市元塁（九州国立博物館）

＠閉会挨拶大西浩二（九州国立博物館副館長）



聞広報活動の充実

本展の開催を広く周知することにより、より多くの閤民！こ、優れた美術品を鑑資する機会を提供

しTこ。

掴入場料の無料化・軽減

高校生（東京展）、高校・大学生、小・中学生（九州展）入場料を軽減した。

東京国立博物館→高校生の入場料軽減 900円→700円

小胴中学生無料

九州国立博物館→高校・大学生の入場料軽減 1000円→900円

小・中学生の入場料軽減 600円→400円

属小中学生向けガイドブックの作成および無料配付

出陳作品の見どころや素日青らしさ、台北故宮の収蔵品の性格を分かりゃすく伝えるために、小

中学生向けのガイドブックを作成し、無料配付した。



3 事故の有無（軽微な事故、ヒヤリハット事例も含む）

ヒヤリハット事例も含め、事故はまったくなかった。

4.安全配慮に関する特別の対応

所蔵者や関係者と十分に協議し、陸送時の民間警備車による懇談を含め、万全の体制で輸

送・展示作業にあたった。

また、入場者数の増加に対応して迅速に誘導スタッフを増員し、過度な混雑が展示室内外で

生じないように誘導を工夫したほか、通常よりも強度の高い結界に交換するなど、作品と入場者

の安全確保に努めたロ

5 紹介事例・今後の改善点等

本制度の適用によって、画展代にわたる優れた文化財を多数収蔵している台北鹿立故宮博

物院の収蔵品によるアジア初の本格的な展覧会が実現した。最高水準の朱胴元の絵画、塁審、望号

磁の最高峰とされる北宋・汝君事 4点を含む特に代表的な作品に加え、門外不出とされてきた「翠

玉白菜Jや「肉形石Jが出品されるなど、これまで台北故宮が行ってきた海外展の中でも最高水

準にできたことは、「広く国民にすぐれた美術品鑑認の機会を提供する」という本制度の趣旨に

合致したものであったと自負する。

本制度のi産婦については、チラシや展覧会ホームページで広く告知したほか、E霊箆会会場入

口や公式カタログにも記載することで、来場者に対して制度の適用を強〈アピールした。



6 展覧会の収支決算審

東京国立博物館、九州国立博物館ほか

（収入） （支出） 単佼：万円

展覧会収入・その他収入 112,637 企画準｛臆等基本経費 注） 27,904 

主催社負担 91 設営・運営等会場関係経愛 84,824 

収入総額 112.728 支出総額 112,728 

注）美術品保険料l討議後詰lj)支の塁審入等により、当初総定額よりも、約1278万円、軽減された。


